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等速円運動

　等速円運動における回転速度は、周回速度Y� �P�V 、周期7� �V 、回転数I� �+] 、角速度[

� �UDG�V がある。

　回転半径をU� �P とする。
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　向心加速度をD� �P� �V とする。
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　　また、向心加速度は円の中心を向いていることを示せ。

���　向心力が �PU[ であることを導け

���　長さOの振り子を鉛直に対してKの角度で

　円錐振動させた。このときの周期が
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であることを示せ。

���　長さUのひもに質量Pのおもりをつけた振り子を

　鉛直円運動させた。最下点より角度K回転したときの

　張力は7 
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　と表されることを示せ。
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